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被災体験手記

を読む
（災害エスノグラフィ）

誰かの経験は、自分自身の未来に活かすことができる。

　情報があふれる時代、何を備えればいいのか知ってはいるが、備えるキッカケ

がないという人もいます。

　そこで「私たちのような思いは誰にもさせたくない」という被災者の思いを知

り、自ら防災対策をしようという心をみんなで育てませんか。





川崎市のメニューを使う。

ぼうさい

出前講座　

所 要 時 間 対 象 人 数

準 備 す る も の  

内 　 容  

約１時間

会場、映像を映し出すもの（スクリーンまたは白い壁、モニタ等）
※実施にあたっては最低１０名以上の参加者を集めてください。

10 名以上

地震や風水害などへの備えについて、行政職員による講座を受ける

ことができる。

手 続 き  １　各区危機管理担当に実施に向けた相談をする。

２　「ぼうさい出前講座受講申請書」を提出する。

　川崎市では、ご近所に職員が出向いて行う防災講座や地震体験車、消火器のレクチャーなど、学べるメ

ニューを沢山ご用意していますので、ぜひご活用ください。

避難所運営

ゲーム HU G

所 要 時 間 対 象 人 数

準 備 す る も の  

内 　 容  

約 2 時間

会場、映像を映し出すもの（スクリーンまたは白い壁、モニタ等）
※実施にあたっては最低 10 名以上の参加者を集めてください。

5 名以上
（100 名程度まで）

カードゲームを通じて、避難所運営のイメージを学ぶことができる。

手 続 き  １　各区危機管理担当に実施に向けた相談をする。

２　《職員によるレクチャー付きの実施を希望する場合》

　　「ぼうさい出前講座受講申請書」を提出する。

　　《ＨＵＧのセットのみの貸し出しを希望する場合》

　　「ぼうさいライブラリ使用申請書」を提出する。
　　※提出にあたっては、申請者の身分証明書（コピー）の添付が必要に

なります。

※レクチャーつきの場合



ぼうさい

ライブラリ　

所 要 時 間 対 象 人 数

準 備 す る も の  

内 　 容  

20 分～1 時間

会場、映像装置 （ＤＶＤプレーヤ、モニタ等）

何人でも可

様々な種類（一般的なもの、子ども向け、自主防災組織向け、外国人

向け、風水害関連等）の防災関連のＤＶＤを借りることができる。

手 続 き  １　各区危機管理担当または市危機管理室に貸し出し状況を

　　確認する。
　　※ＤＶＤのタイトルと内容は、市ＨＰから「ぼうさいライブラリ」と

　　　検索し、所蔵リストを参考にしてください。

２　「ぼうさいライブラリ使用申請書」を提出する。
　　※提出にあたっては、申請者の身分証明書（コピー）の添付が必要に

なります。

３　最寄の区役所で DVD を受け取る。

４　貸し出しから 2 週間以内に返却する。

※視聴するＤＶＤによる。

災害

クロスロード

所 要 時 間 対 象 人 数

準 備 す る も の  

内 　 容  

約１時間

会場、映像を映し出すもの（スクリーンまたは白い壁、モニタ等）
※実施にあたっては最低 10 名以上の参加者を集めてください。

10 名以上

災害時に求められる、ジレンマを伴う重大な決断を疑似体験できる

ほか、自分以外の参加者の多様な考えを知ることで、見識を深める

ことができる。

手 続 き  １　各区危機管理担当に実施に向けた相談をする。

２　「ぼうさい出前講座受講申請書」を提出する



煙体験ハウス
所 要 時 間 対 象 人 数

準 備 す る も の  

内 　 容  

約１時間

煙体験ハウス（５ｍ×２ｍ程度のテントを使用）を設置できる会場

自主防災組織や

マンションの管理

組合などの団体が対象

室内に煙が充満する状態を疑似体験することにより、火災のときの

適切な避難行動を学ぶことができる。

手 続 き  各区危機管理担当または各区消防署に実施に向けた相談をする。
※資機材に限りがあるため、お早めにご相談ください。

（１人１～２分程度）

消火ホース

キット訓練　

所 要 時 間

準 備 す る も の  

内 　 容  

約 30 分

消火器から放水可能な広場など

火災のときの消火器の使用方法を学ぶことができる。

手 続 き  各区危機管理担当または各区消防署に実施に向けた相談をする。
※資機材に限りがあるため、お早めにご相談ください。

水消火器訓練
対 象 人 数 自主防災組織や

マンションの管理

組合などの団体が対象

所 要 時 間 対 象 人 数

準 備 す る も の  

内 　 容  

約１時間

消火ホースキットから放水可能な大きな広場など
※会場によっては道路使用許可が必要となる場合があります。

自主防災組織や購入を検討

している団体などが対象

地震による火災のときに、力の弱い人でも効果的な消火ができる、

消火ホースキットの使い方を学ぶことができる。

手 続 き  各区危機管理担当または各区消防署に実施に向けた相談をする。
※上下水道局との事前調整が必要となるため、訓練実施日の２か月前ま

でにご相談ください。



地震体験車
所 要 時 間

準 備 す る も の  

内 　 容  

約１～2 時間

地震体験車（2t トラック程度）が乗り入れられる会場

大地震のときの揺れ（震度７）を疑似体験することができる。

手 続 き  各区危機管理担当または各区消防署に実施に向けた相談をする。
※車両に限りがあるため、お早めにご相談ください。

（１回３～５分程度）

公園や道路の使用許可を取るには

公園や道路で防災訓練を実施するには、事前に使用許可を取る必要がありますのでご注意ください。

なお、申請から許可を受けるまで約１週間程度かかります。

１　「公園内行為許可申請書」に必要事項を記載する。

　　・申請用紙は、各区道路公園センターの窓口で入手するか、市 HP から

　　　「公園内行為許可申請書」と検索し、ダウンロードしてください。

２　必要事項を記載した申請書を各区道路公園センターに提出する。
　　※なお、訓練で火気を使用する場合は、各区消防署に相談し、「火災と紛らわしい煙又は

火炎を発するおそれのある行為届」の提出が必要になります。

川崎市の公園

を借りる。　

１　「道路使用申請書」に必要事項を記載する。

　　・申請用紙は、最寄りの警察署から入手するか、下記からダウンロードしてく

　　　ださい。

　　　ＵＲＬ：https://www.police.pref.kanagawa.jp/mes/mesf1016.htm

２　申請書に必要事項を記載し、使用する道路を所管する警察署（交通総務課）に

　　提出する。

　　

申請にあたっては、各区危機管理担当にご相談ください。

川崎市内の

道路を借りる。　

対 象 人 数 自主防災組織や

マンションの管理

組合などの団体が対象



せめてもの

耐震ベッド

今すぐできる

家具転倒防止

　家の耐震化を図ろうにも、すぐに取り掛かれないのもまた現実です。

　そこで、川崎市では就寝時の命を守るため、耐震ベッドなどの購入補助を行っ

ていますので、家の耐震化と併せてご検討ください。

　○ご相談はまちづくり局指導部建築管理課まで（０４４－２００－３０１７）

　地震で家は倒れなくとも、家具が倒れればケガをします。特に、重い家具が小さな

子どもやお年寄りの上に倒れれば、深刻な事態になりかねません。

　室内を見回し、危険な箇所があれば家具の転倒防止を行うか、家具の配置を見直し

ましょう。

　特に、就寝中はとっさの対応が出来ないため、寝室に重い家具を置かないようにしま

しょう。

備えに勝る訓練なし！

なにより大事な

家の耐震化

　阪神淡路大震災では、約８割の方が建物倒壊で亡くなりました。建物倒壊から救

える命は限られるため、命を守る最も効果的な方法は、家の耐震化を行うことと言

えます。

　○ご相談はまちづくり局指導部建築管理課まで（０４４－２００－３０１７）

　訓練は様々ありますが、皆さんの命や生活を守るためには、ご家庭での備えが何より大切です。

　「事前の備えこそ最大の訓練」と考え、各家庭で準備しましょう。

　※詳しくは川崎市防災啓発冊子「備える。かわさき」をご覧ください。



命をつなぐ

のは飲料水

　極端なことを言えば、人は少々ご飯を食べなくても生きていけます。ところが、

水は必ず必要になります。十分に水分を摂らないと、脱水症状やエコノミークラ

ス症候群を発症し、命の危険に関わることもあります。

　1 人 1 日３リットルの水を、最低３日分（できれば７日分）、各ご家庭で用意し

ておきましょう。

　また避難するときに持ち出すことを考え、非常持出袋の中にある程度の水を入

れておくことや、物置や車のトランクなどに水を保管しておくなど、持ち出しや

すい工夫をすることが大切です。

被災生活の

強い味方は

冷蔵庫

地震のときの

火災を防ぐ

感震ブレーカー

　阪神淡路大震災や東日本大震災で発生した火災の約６割は、電気機器からの出火

や停電が復旧したときに発生する火災などが原因でした。

　このため、避難の際にはブレーカーを落とすことが必要になります。

一方、不在時やブレーカーを落として避難する余裕のない場合もあるため、自動的

にブレーカーを落とす器具（感震ブレーカー）の設置が効果的です。

　転倒防止をしていない冷蔵庫は、災害時の凶器となります。

　ところが、転倒を免れた冷蔵庫は、仮に停電しても、冷蔵室内の上部に冷凍品を入

れ、下部に冷蔵品を入れ、扉をしっかり閉めておけば、庫内の食材をしばらく冷やす

ことができます。

　冷蔵庫の転倒防止を行っておき、被災生活においても、庫内の食材や家庭備蓄を

上手に使って、普段に近い食生活をしましょう。



　災害時の企業活動において、社員の安否確認をとるのはもちろんのこと、社員

が家族と連絡が取れない不安の中で、業務に従事するような状況は避ける必要が

あります。そこで、１７１等を使い、社員が家族と安否確認できるようにしてお

きましょう。

　なお、徹底するために、業務命令として日時を決め、会社全体で取り組むと効

果的です。

業務命令で

1 7 1

　夜間や休日の被災など、様々なシチュエーションにおける出社

状況を想定したり、実際に水や食料、着替えなどを持ち、歩いて出

社してみても良いでしょう。

訓 練

プ ラ ス ワ ン  

　大規模災害が起きれば、公共交通機関は運休し、主要道路が通行規制されるなど、

出社に相当な時間がかかる場合があります。

　そこで、下記の訓練を社員全員で行い、出社時間や人員数を把握し、災害時に

求められる業務が実施可能か検証しておくことが必要です。

災害時の持ち場

への出社訓練

所 要 時 間 対 象 人 数

準 備 す る も の  

内 容

30 分

インターネット環境、BCP や災害マニュアルなど

何人でも可

WEB 上の地図サービスなどを活用し、災害発生時間ごとの出社可能

人員を把握し、災害時に行う業務が実施可能かどうかの検証を行う。

１　WEB 上の地図サービスで、自宅から会社まで、公共交通機

　　関や車などを使えない場合にどの程度時間がかかるか調べる。

　　※徒歩は時速 4 キロ、自転車は時速 14 キロとして計算

２　参加者の出社時間をリスト化する。

３　ＢＣＰやマニュアルで定められた業務と、実際に集まる人員

　　とを照らし合わせ、業務が円滑に実施可能か検討する。

（各自の出社時間や
出社ルートの確認に
要する時間）

※災害時に活動するセクション
　単位で行う方が効果的です。

職場で訓練する。

　実践的な防災訓練は、企業や事業所でも実施することが大切です。下記のメニューを参考に、会社の防

災対策を充実させませんか。



　　　　求む！災害時に地域を支える企業

　川崎市では、企業の皆様による災害時の地域貢献や、日ごろの交流による地域防災力の強化を目的  
　に、「川崎市防災協力事業所制度」を設け、登録された企業を地域の皆様にご紹介しておりますので、
　是非ご登録ください。

　　　　　　　　　　詳しくは　
川崎市防災協力事業所制度川崎市防災協力事業所制度 検 索検 索

【ＢＣＰ策定のススメ】
●　ＢＣＰとは何か、またＢＣＰの必要性や策定方法についてわかりやすく記載

　している冊子です。
●　危機管理室や経済労働局工業振興課の窓口で配布しているほか、市 HP より

　「ＢＣＰ策定のススメ」と検索し、ダウンロードしてください。

　企業活動の復旧には、災害時に行うべき業務に優先順位をつけ、限られた条件

のもと、会社を存続させるために最低限の業務を行えるよう、業務継続計画（Ｂ

ＣＰ）の策定が有効です。

　一方、ＢＣＰの策定には時間がかかりますが、いつ起きるか分からない地震に備

え、「会社で地震が起きたら困ること」について、社内で話し合っておくだけでも

一定の効果が期待できます。

　なお、川崎市ではＢＣＰを策定していない企業に向け、下記の冊子を配布して

います。

策定しよう！

B C P

　災害時には、限られた従業員によって業務を行う可能性が高くなります。このた

め、必要最低限の業務を誰でもできるように、災害マニュアルの用意が必要です。

　ただし、マニュアルは作っただけでは十分な効果が期待できません。

　下記を参考に、有効性を高めることを目的とした訓練を行ってみましょう。

検証しよう！

災害マニュアル

所 要 時 間 対 象 人 数

準 備 す る も の  

内 　 容

マニュアルの内容や

目的による。

災害マニュアル

災害時に出社

可能な職員数

災害時を想定し、限られた社員によってマニュアルに記載された

対応を実際に行ってみる。

訓 練 手 順  １　発災時間や日時などのシチュエーションを決める。

２　シチュエーションに応じた、出社可能な人員数を算出し、

　　参加者を選定する。

３　参加者はマニュアルに基づいた対応を実際に行い、

　　参加者以外の人は訓練の様子を見学・評価する。

４　訓練後に対応を振り返り、見直すべき内容はマニュアルに

          反映する。

　　※マニュアルは訓練を繰り返しながら、随時検証しましょう。



知るだけで訓練になることもある。

　倒壊家屋からの負傷者の救出については、危険が伴うため、誰にでもできるも

のではありませんが、直接的に救出できなくとも、下記のことを知っていれば、

救出活動の手助けになります。

　避難所運営は、行政や学校、自主防災組織などの関係者が協力して実施する

必要があるため、いつでもどこでも訓練できるものではありません。

　ただし、下記のことなどを事前に知っておくだけでも、災害時の避難所運営

の力になることができます。

避難所運営の

イロハを

知っておく

川崎市の

防災計画を

1 6 ページで

理解する

①　玄関ドアの変形による閉じ込めがあった場合には、ドアをこじ開けるよりも、別

の入口（窓等）をバールなどで割り、救出する方が早い。

②　緊急車両の通行を助けるために、付近の道路のガレキを片付けておく。

③　救出が必要な家を把握しておき、救助隊に正確に伝える。

①　避難所となる施設（体育館など）の安全確認ができるまでは、施設に入ることは

できません。

　　避難所開設までにはある程度の時間がかかります。

②　避難所運営に関わる人が多ければ多いほど円滑になります。

　　避難者自身が主体的に関わることがなにより大切です。

③　避難所に届く物資は、避難者のためだけでなく、地域みんなのものです。

※お近くの避難所に関するお問い合わせは、各区危機管理担当までご相談ください。

救出するだけが

救助じゃない

　多くの市民の皆様に、川崎市の防災計画を知っていただくことは、災害時の応

急活動がより円滑にすすむだけでなく、市民の皆様にとっては、必要な備えを知

ることにもつながります。

　「川崎市に大地震が起きた日」は、川崎市の震災対策を、イラストを中心に１６

ページの冊子にまとめました。是非ご一読ください。

※危機管理室や各区危機管理担当の窓口で配布しているほか、市 HP より「川崎市に

大地震が起きた日」と検索し、ダウンロードしてください



防災に役立つ

情報を WE B で

知る

WEB 上にも防災に役立つ情報は豊富にあります。川崎市からの情報だけでなく、下記

の HP なども参考に対策を行いましょう。

【つくってまもろう】　https://www3.nhk.or.jp/news/contents/bousai_tips/
　・ＮＨＫが運営しているサイト。様々な防災のアイデアなどをわかりやすく映像化している。

【備える .jp】　http://sonaeru.jp/
　・防災に関する様々なアイデアをわかりやすく掲載しているサイト。

【Olive】　http://www.olive-for.us/
　・防災に関する様々なアイデアをわかりやすく掲載しているサイト。

人とつながることも防災訓練だ。

災害に強い

ご近所を作る

・「お祭りが盛んな地域は、防災意識が高い」という調査結果があります。

　お祭りの屋台を出すために、ご近所同士で力を合わせ、食材をそろえ、発電機を

動かし、火を焚きます。　

　これは、まさしく「炊き出し訓練」そのものです。

・地域の清掃活動は、災害時の道路に散乱するガレキをみんなで効率的に片づけ

ることにつながります。

・ゴミ出しの時間を地域の中で徹底することは、ゴミに放火される危険性を減ら

します。

防災訓練を、みんなで作っていく。

求む！

あなたの訓練

　皆様がごく当たり前に行っている訓練であっても、他の地域から見れば、新鮮

に映るかも知れません。

　「私の地域ではこんな訓練をしている」「この取組は防災には有効だ」といった

アイデアをお持ちの方は、是非、川崎市までご連絡ください。

　いただいた情報は、広く共有させていただきます。

ちょっと遠くの

親戚や友人に

頼る

　大地震の場合であっても、震源地から少し遠ざかるだけで、避難所で生活するよ

りずっと過ごしやすい環境があることも事実です。

　そんなときに頼れるのは、ちょっと遠くの親戚や友人かも知れません。

　何かあったときに、お互いの家を頼れるよう、事前に話し合っておきましょう。

ご連絡先はこちら

川崎市総務企画局危機管理室　０４４（２００）２８９４

ご連絡先はこちら

川崎市総務企画局危機管理室　０４４（２００）２８９４








